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洗⾜学園⾳楽⼤学 

シルバーマウンテン1F

14:40開場／15:00開演

Ardente

⽊内 育美

⼤学院リサイタルシリーズ②

主催：洗⾜学園⾳楽⼤学・⼤学院

⚠新型コロナウィルス感染症の感染拡⼤を防ぐためのお願い
・マスク着⽤の徹底、こまめな⼿指消毒・⼿洗い・咳エチケットの励⾏にご協⼒ください。
・⼤声や対⾯での会話はお控えください。
・演奏者への声援はご遠慮いただき、拍⼿のみとしてください。
・休憩時、終演後はスタッフが扉を開けるまでお待ちいただき、

空いているドアから混雑を避けて⼊退場してください。
・客席内やロビーでのご飲⾷はお控えください。
・出演者への⾯会はできません。出演者への花束・プレゼントもご遠慮ください。
・万⼀、集団感染の発⽣が明らかになった際は、保健所に⼊場者の情報を提供する場合がございます。



W.A.モーツァルト ／ クローエに寄す
Wolfgang Amadeus Mozart (17561791) // An Chloë K524

W.A.モーツァルト ／ 満⾜
Wolfgang Amadeus Mozart (17561791) //  Die Zufriedenheit K473

W.A.モーツァルト ／ モテット《 踊れ、喜べ、幸いな魂よ》より
Wolfgang Amadeus Mozart (17561791) //Exsultate,Jubilates K165 

 第3楽章 Alleluia

G.ドニゼッティ ／ 歌劇《連隊の娘》より
Gaetano Donizetti（17971848）// La figlia del reggimento 

さようなら Convien partir
では決まってしまったのね…富も栄華の家柄も 

Deciso e dunpue…Le ricchezze ed il grado fastoso 

⽊内 育美

演奏曲⽬

プロフィール

千葉県出⾝。千葉県⽴匝瑳⾼等学校卒業。
6歳からピアノを始める。13歳よりサックスを始め、
⼩⾒川吹奏楽団に所属し訪問演奏活動をする。
17歳より声楽を始め、平成30、31年度の特別選抜⽣に選出。
ホルヘ・パローディ⽒・キャロル・バイヤース⽒
マスタークラス受講。前⽥奨学⾦を授与。
声楽アンサンブル第24回演奏会にて
モーツァルトの「雀のミサ」ソリスト
第26回カリッシミ「イェフタ」ソリストに選出。
また、地元のコンサートに多数出演。
声楽を柳澤涼⼦、⾺場由⾹、
カール・デュール、恵⼦・デュール、渡邊望の各⽒に師事。

ソプラノ

ピアニスト：⽵崎 聡⼦



＊An Chloë＊
ウィーンにて1787年に作曲。この年はモーツァルトにとって歌曲の年と⾔われている。

アナクレオン詩派のヨーハン・ゲオルク・ヤーコピ（1740-1814）の詩によるロンド⾵の歌で、
モーツァルトの歌曲の中では広く知られた曲の⼀つ。

可憐なメロディーと⼊念に書かれたピアノ・パートをもち、愛する少⼥への献⾝を歌っている。

＊Die Zufriedenheit＊
ウィーンにて1785年に作曲。クリスティアン・フェリックス・ヴァイせの詩による2節有節形式の曲で、

牧歌的な8分の6拍⼦でこ王侯の味わい得ない市井の⽣活の喜びを歌っている。

＊Alleluia＊
この曲は1773年に、ミラノ訪問中に出会ったカストラートのために作曲されたモテット

《踊れ、喜べ、幸いなる魂よ》の第3楽章である。
第2部テキストの結びの句である「Alleluia（神を褒め称えよ）」という語のみで構成され、

⾳の徹底したヴォカリーズとスタッカートの効果的な使⽤で、明るく喜ばしい曲調が、
さらに華やかな、かつ軽やかなものとなっている。

ー 歌劇《連隊の娘》ー
ガエターノ・ドニゼッティ（1797-1848）によって作曲されたオペラ。

フランス語で上演されることが多いことが多いオペラだが、イタリア語で歌われることもある。
ロッシーニ、ベッリーニとドニゼッティの3⼈は、

19世紀前半のイタリアオペラを代表する作曲家としてベルカントオペラの全盛期をリードした。
ドニゼッティは『愛の妙薬』『連隊の娘』『ドン・パスクワーレ』などの喜劇的なオペラを書く⼀⽅で、

『アンナ・ボレーナ』『ルクレツィア・ボルジア』『ランメルモールのルチア』などの悲劇的なオペラも遺した。

舞台は1815年頃、ナポレオン戦争の末期である。スイスのチロル地⽅のある村で幼い頃に戦場で拾われ、
フランス軍第21連隊の中で育った娘マリアは、

酒保の⼥将として軍曹のスュルピスを始め、兵⼠たちに可愛がられている。
ある⽇、兵⼠たちは⼀⼈のチロルの若者を捕まえたが、

彼はマリーが以前崖から落ちた際の命の恩⼈トニオであった。
トニオとマリアはお互いに愛を告⽩し、恋⼈同⼠になる。

トニオは連隊に⼊り、マリアとの結婚を兵⼠たちに認めてもらう。
しかし戦争のために旅の⾜⽌めをくらっているベルケンフィールド侯爵夫⼈と軍曹であるスュルピスの会話から

マリーはベルケンフィールド侯爵夫⼈の亡くなった妹の娘だとわかる。。

＊Convien partir＊
この曲は、マリアとトニオの結婚が兵⼠たちに認められて喜びに満ちた⽮先

叔⺟であるベルケンフィールド侯爵夫⼈と⼀緒にフランスへ⾏かざるを得なかったマリアが涙を流す別れと、
⾃分の運命に従うために連隊を離れる準備をしている覚悟を歌ったアリアである。

＊Deciso e dunpue…Le ricchezze ed il grado fastoso＊
ベルケンフィールド侯爵夫⼈宅へ移ったマリアは貴族の豪華なサロンの狭くるしさと、

侯爵の令嬢としての気品ある振る舞いを強いられ、苦悩している。
彼⼥が連隊の仲間たちと過ごした開放的で⾃由な⽣活を思い出し、

過去に想いを馳せているとき、聞き覚えのあるフランス軍第21連隊の太⿎の⾳に気付く。
この曲はマリアの望まない⽣活を強いられ

⾃分を抑え込み悲観的な様⼦から、⼤好きな連隊が⾃分の元に来てくれたことに対して
喜び満ちあふれる様⼦を歌ったアリアである。

曲⽬解説




